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２５年前の１９９８年（平成１０年）、長野冬季オリンピック開催中で日本、とりわ

け開催地である長野県が盛り上がり、当該である長野支社がオリンピック輸送に

邁進している中、中央本線青柳駅で２月９日、雪によるポイント不転換の復旧に

向かった茅野駅の社員が特急列車に触車し殉職するという大変痛ましい事故が

発生しました。この事故を教訓として長野支社では２月９日を「触防の日」と制定し、「触車事故防止の

手引き」が整備され、今日に至っています。 

「新たなジョブローテーション」により、多くの職場でその職場の業務に精通したベテランが転勤を

余儀なくされ、「現業機関における柔軟な働き方の実現」「組織の再編」などの施策が実施されて職場

に不安が広がり、技術の継承が危ぶまれ、安全を阻害されかねない状況です。 

青柳事故のような悲惨な事故を二度と繰り返してはなりません。今回の研修で実際の事故現場に

立ち、亡くなった仲間のご冥福を心からお祈りするとともに、

「命の大切さ」「安全の重要性」「労働組合として私たちがやるべ

きこと」などについて、教訓としてあらためて考え、学び、今後

に活かしていく研修とします。参加をお願いします。 

 

第１０回「青柳事故研修」日程 

●日 時  ２０２３年 ２月９日（木） ９：１０～ 

●場 所  中央東線 青柳駅 

●内 容  ・安全の碑 黙祷、説明 

・事故概況の説明 

・上りホームでの説明 

・公民館での説明、意見交換 

・まとめ（１２：００までには終了します） 

 

※厳しい寒さの中での研修になります。暖かい服装で参加してください 

※参加にあたってはマスクの着用をお願いします 

 
 

 

 

E-mail  naga-30-naga@hotmail.co.jp 


